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1.はじめに 

博多湾は福岡市の北西部に位置する半閉鎖的な
内湾で湾奥部では周年にわたって赤潮が発生し，夏
期には底層で貧酸素水塊がたびたび観測されている
1)

. 室見川河口の浚渫窪地が残されており，海底地形
の変化を通して，貧酸素化などの水質悪化や周辺の
干潟・浅場生態系にも間接的な悪影響を及ぼしてい
ると考えられており 2)3)

, 平成 23 年度からは，窪地
の埋戻しが開始された．既往の研究では調査地点を
広域に設定した博多湾内及び和白干潟での調査例は
あるが，多くの調査地点を設け詳細な調査をした例
はない．本研究では博多湾全域を最大で 69地点のメ
ッシュ状にとり多数のサンプリングポイントを設定
した．また，博多湾の中でも最も湾奥に位置し，ア
イランドシティ建設により閉鎖性が 高くなった和
白干潟でも細かく調査地点を設け調査を行った． 

本研究の目的は，(1)博多湾全域に細かく測定点を取
り貧酸素水塊の挙動をモニタリングすること，(2) 

潮汐・風・降雨量の観測データを基に DO（溶存酸
素）の変化を比較することの 2点とした． 

2.調査方法 
①博多湾全域調査は 6 月 30 日, 7 月 24日,8月 10，8

月 29 日に調査を行った．6 月 30 日は博多湾中部か
ら東部海域，和白干潟で窪地を除く計 67地点，7月
24 日，8月 29日は窪地内を含めた 69地点，8月 10

日は全域の 22地点で観測を行った．調査は船 2 隻で
行い，HYDROLAB 社製多項目水質計（DS5 または
MS5）を使用し，表層から底層までの水深，DO（溶
存酸素），水深塩分濃度，水温の鉛直分布を測定した． 

②和白干潟の調査は 6 月 22 日，7 月 17 日，8 月 1

日に行った．和白干潟は和白干潟南部から海の中道
沿いの 31地点で測定を行った． 

全域調査では全域の底層 DO，和白干潟の調査では
断面図を用いて結果の整理を行った．また水質変動
において降雨と日射が成層に影響を与える 4)ため,解

析に当たり福岡管区気象台（ N:33.58245° ，
E:130.376427°）で観測された気象データを用いた. 

3.調査結果 

①博多湾全域調査結果 

6 月 30日は東側の窪地や東防波堤，博多港付近で
底層 DOが 3mg/l 以下であり貧酸素水塊が発生して
いた．西戸崎沿岸部では 7mg/l と高い値を示してい
た（図 4）．7月 24 日では両方の窪地と東側の海域全
体で広く貧酸素水塊が発生しており西側窪地の北西
側では底層DOが 5~7mg/lと高い値を示していた（図
5）．8月 10 日では窪地周辺と和白干潟では貧酸素水
塊が発生していた．まみずピアの放流口付近や能古
島北東側では DOが約 5mg/l と高い値を示していた
（図 6）．8月 29日には西側窪地のみで貧酸素水塊が
発生しておりその他の地点では 4~5mg/l と貧酸素水
塊が解消されていた（図 7）． 

②和白干潟調査結果 

6月 22日は和白干潟内では貧酸素水塊は発生して
おらず，塩分濃度，水温とも表層と底層で同じ値を
示していた．7月 17日は和白干潟全体で底層に貧酸
素水塊が発生しており，塩分濃度は表層が 20(PSU)

前後と低く底層では 30(PSU)前後と高く大きな密度
成層が形成されていた．また，水温は表層が 30℃と
高く底層は 23℃前後と表層と底層で大きな差があ
った（図 8）．8 月１日は和白干潟全体で 7 月 17日の
貧酸素水塊よりも強く発生しており北側では表層ま
で貧酸素水塊が発生していた．この時には成層は解
消されていた（図 9）． 

4.考察 

6 月 30日には東側窪地，博多湾南西部および博多
港周辺で貧酸素水塊が発生していた． 2002，2005

年の貧酸素の形成についても，初夏に博多湾の中で
窪地内が最も早く貧酸素水塊が発生しその後長期間
継続すると報告されており 5)

2012年も同様な傾向で
発達したと考えられる．和白干潟の貧酸素水塊は 6

月 30 日には発生していなかったが，7 月 17 日には
発生していた．7月 3 日から 16 日にかけて九州北部
豪雨の影響を受け 441 ㎜程度の降雨がありこの期間
に発生したと考えられる 6)．特に 8月 1日の和白干
潟では表層の DOも 0.52mg/l となっており，7月 20

日から吹き続けた北風や潮汐の影響により表層水が
南に追いやられ湧昇流として貧酸素水塊が押し上げ
られたと考えられる．(図 3，9)しかし,この時点で密
度成層が解消されているので，その後 8月 10 日には
和白干潟の底質のDOは 2.02mg/l程度となり, 8月 29

日には和白干潟の貧酸素水塊は消滅していた. 7 月
24 日の全域調査では湾奥部や東部海域で広く貧酸
素水塊が発生していたがこの海域は有機物が多く堆
積し，過去にも貧酸素水塊が多く発生している．和
白干潟の貧酸素水塊は8月10日の全域調査では発生
していたが，29日の調査では発生していなかったの
で 8 月 25日からの台風 15号の影響やこの間に大潮
を 2 回挟んでいるので貧酸素解消につながったと考
えられる．8月 10 日のまみずピアの放流口付近では

 

図１ 博多湾全域図 



DO が約 5mg/l と周りの海域と比べ高いが,混合放流
水の影響と考えられる． 8 月 29 日には東側の窪地
の貧酸素水塊は解消され西側は解消されていなかっ
たことから，埋戻しにより東側窪地の環境が改善し
ていると考えられる． 

5.結論 

・和白干潟の貧酸素水塊は 6 月 30日には発生して
いなかったが，7 月 17日には発生していたので 7

月 3日から 16日の間に降った 441 ㎜の降雨によ
り成層が強化され発生した． 

・8月 1日の和白干潟では表層の DOも 0.52mg/l と
なっており，7月 20日から吹き続けた北風や潮汐
の影響により表層水が南に追いやられ湧昇流と
して貧酸素水塊が押し上げられた． 

・東側窪地の埋戻しにより窪地内の環境が改善され
西側窪地よりも貧酸素水塊の強度が弱くなった． 

6.今後の課題 

・これまでの内湾における研究において，このよう
に多数のサンプリングポイントを設定して実測し
た研究は行われておらず，この研究から得られる
成果は，今後の研究の方向性を決めるための重要

な情報源となると考えられることから観測を続け
ていくことが必要になる． 

・博多湾内の流れを解析し，風速の違いによりどの
程度湾内の流速が変化して貧酸素水塊の挙動影響
を与えているのかを検討すること． 
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図 2 6 月から 8月の降雨量と平均気温の推移      図 3 6 月から 8月の潮位および日平均風速 

 

図 4 6 月 30 日底層 DO       図 5 7 月 24 日底層 DO        図 6 8 月 10 日底層 DO 

 

    

図 7 8 月 29 日底層 DO     図 8 7 月 17 日和白干潟調査結果   図 9 8 月 1 日和白干潟調査結果 
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